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2016 年５月 11 日 

 

各    位 

会 社 名    堺 商 事 株 式 会 社 

代表者名    代表取締役社長  油江博志 

（コード 9967  東証第二部） 

問合せ先    取締役経理部長 川原 章 

電話番号    ０６－６２７１－９７００ 

 

 

グループ新中期経営計画『２１－Ⅶ』について 

－新しい時代へ、未だ見ぬ可能性を求めて－ 

 

 

堺商事グループは、2016 年度～2018 年度にかけての新中期経営計画『２１－Ⅶ』を策定しま

したので、その概要をお知らせいたします。 

１．新中期経営計画への決意 

本計画では、主な経営課題として位置づけた６点を中心に取り組み、目標数値として掲

げた売上高 420 億円、経常利益８億円を達成し、新たな可能性を追求してまいります。 

 

 

 

 

 

 

２．数値目標 

最終年度(2019 年 3 月期)の連結目標数値を、売上高 420 億円、経常利益８億円、ＲＯＥ

（自己資本利益率）９％とします。 

（金額：百万円） 

 2016 年 3 月期
2019 年 3 月期 

目標 
増 減 

売 上 高 36,524 42,000 15％増 

経常利益 378 800 112％増 

ROE 3.7% 9.0% 2.4 倍 

経営理念 

『社会にとって存在感のある企業を、社員にとって働き甲斐のある会社を目指す』 

ビジョン 

◎ プロフェッショナルとして各分野の専門性を高め、新たな価値を創造する。 

◎ 経営のインフラを拡充するとともに、コンプライアンスを徹底し、社会的に信頼さ

れる企業として継続的な成長を図る。 
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３．事業計画のアクションプラン 

以下の６項目を重点６分野と位置づけ、スピーディな事業拡大を目指します。 

（１）電子材料関連 

   燃料電池、太陽光発電、リチウム電池等各種電池関連事業向けに拡販を目指す 

（２）衛生材料全般 

   インドネシア子会社製通気性フィルムとその他衛生材料部材をアジアを中心に 

売上の拡大を目指す 

（３）高機能性材料 

   美肌や美白、エイジングケアを訴求した機能性素材を展開する 

   添加剤、フィラー・繊維などプラスチック高機能化材料と応用部材を展開する 

（４）環境関連材料 

   除染作業から中間貯蔵施設への搬入と併せて復興関連事業に注力する 

（５）成長新興市場 

   拡大するアジア消費市場を取り込み未開拓の南米・アフリカ市場へ一歩を踏み出す 

（６）経営投資案件 

   Ｍ＆Ａ等を利用した事業範囲の拡大を企画する 

４．経営インフラ拡充に向けての施策 

目標達成に向けて 『２１－Ⅶ』計画では、以下の施策に取り組みます。 

（１）グループの中長期的な企業価値の向上を目指して、法規制の遵守はもとより、より高

い水準のコンプライアンス意識の醸成を推進する 

（２）計画第２年度に新基幹システムを、続いて次世代のグループウェアを最終年度に導入

し、情報管理体制の強化と事業効率の改善に取り組む 

（３）経営計画が未達に終わるリスクを軽減化するために、リスクファクターの洗い出しと

業績への影響の分析と対応策の検討など、経営計画に関わるリスクマネジメントに取

り組む 

（４）年間計画などの職務執行をより効率的に実行するため、ＩＳＯ９００１により実施し

ている目標管理制度のより一層の洗練化とＰＤＣＡサイクルの充実によるシステマ

ティックな経営を目指す 

（５）グループ会社管理規程の見直しなどを実施し、海外拠点における業務の適正を確保す

るとともに、戦略担当部門や内部監査部門などの関連部門がその機能性を充分に発揮

できるよう、グループ内部統制の検証と改善を実施する 

 

 

以  上 


